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離婚の子どもに与える影響 事例分析を通して














1.は じ め に
　世 界 一離 婚 率の 高 いア メ リカ で は 、1981年に人 口千人 当た りの 離婚 率 が5.27とピ ー ク に達 した
が 、そ の後 、徐 々に減少 して きて おり 、1998年には 、離婚 率 は4.19にな って いる1)。他方 、わ が 国
にお いて は、2001年の離 婚率 は、2.27でアメ リカ と比 べれ ばまだ 少な い が、1960年代 後期 頃か ら確
実 に漸 増傾 向を示し てお り 、1972年(1.02)と比 べる と2倍 以 上 にな って いる。 し かもこ う した傾
向 は、今後 とも まだ まだ 続い てい くも のと予 測で きる2)。結婚 情報 サー ビス の「オ ーエム エム ジー 」
が2001年に成 人 になる400人に恋愛 や結 婚 のイメ ー ジを 聞 いた とこ ろ 、88.7%が「離婚 が 増え る 」
と答 えて おり3)、こ うした 離婚 増 の傾 向を若 い人た ち は敏感 に察 知し ている と言 える だろ う。
1)1981年に5.27であ ったが 、そ の後下 降し始 め、1993年には4.60、1994年に4.57、1995年に4.44、1996年が
　 4.33、1997年が4.34、1998が4.19と明らか に減少傾 向が見 られる(厚 生労働省 大臣官房 統計情報部 、2001)。
2)2001年の厚 生労働 省大 臣官房情報統 計部『人 口動 態統計』(上巻)に よれ ば、人 口1000人当た りの離婚率 は、
　 1960年には0.74であっ たが 、徐 々に上昇 してきて 、1972年に1.02になり、そ の後漸増 し、2001年には2.27と
　 1960年と比べて3倍 近く 、1972年と比 べると2倍 以上 になって いる。アメリカ に次いで、離婚率が高い のが、
　 ロシア の3.42(1998年)で、次いでニュージーラ ンドの2.65(1998年)、スイス の2.51(1998年)、デ ンマーク

























　今 日、親 による子どもへの 「虐待」が子ども に与える長期 にわたる心的外傷に対する啓発活動が
広く行われるようになってきており、国および地方 自治体でも、虐待を防ぐために地域での子育て
支援活動への積極的な援助をはじめとしてさまざまな取り組みがなされ始めている。こうした背景
4)5年 未満 が37.5%で、5-10年が 、23.8%と、10-15年が13.4%、15-20年が9.6%と一番少なく、20年以上にな
　 るとまた上昇して15.7%となっている(厚 生労働省大 臣官房統計部、2001、p.445)
5)離別 した母親 の89.1%が就 労し ており 、そ のう ちの55.3%が常勤であ る。また1992年の離 別母子 世帯の年 収
　 は、税込みで202万円にとどまり、死別母子世帯の254万円に比べても 低く、一般世帯の平均648万円の3割 であ
　 ると言われている(岩 井、1997)
6)許斐(1989)の報告 の中で の引用:離 婚 の原 因は、父から母への暴力が理 由であるのは7.7%であるが、母側 の
　 家 出・失踪 が15.2%と高い。 この母側 の家 出 ・失踪の背景 には、父から母への暴力 が一部にはあるので はなか
　 ろうか。ま た前澤(1992)の家庭裁判所で扱 った離婚事件の報告 でも 、妻か らの離婚 の 申立動機として 、各年
　 齢層とも 、「暴力をふるう」が高率をしめている。特 に40歳代の妻 において は最も 高率である が、60歳代におい
　 ても僅少差で2位 であり、暴力の程度も増悪する場合もあると言う。
7)離婚を契機 に、複数 同胞の一 人は非社会 的な不適応 行為 に陥 り、母親 に連れられて 来談するが、反社会 的不適
　 応行為 に陥った他の 同胞 は、家出をした りして おり、母親の話 に出てくるだけのこ とが多く、実際 に来 談する
　 こと は稀 である。池 田(1994)も、 臨床相 談で出会うの は非行 のような反社会 的問題 は少なく、心身症 、登校













　 1991年のAmatoとKeithによ る大規 模な 「離 別家庭 の 子ども 」 と 「非 離別 家庭 の子 ども 」の適
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む　　む　　む　　　　　　　　　　　　
応 の比 較研 究11)によれ ば、離 別 家庭 の子 は 非離 別 家庭 の子 に比 して 、 平均 的 に言 え ば、 より 多く
の 問題 を抱 え 、そ のウエル ・ビイイ ング は低 い という 結果 がで ている(Amato,1994)(図1参照)。
また 、AmatoとKeithは、子 ども の時 に親 の離 婚を 経験 した 成人 に 関する32の研 究 を集 積し てメ
タ分 析 を行 っ てい る12)。その 結果 によれ ば、 平均 的 に言 え ば、親 の 離婚 はラ イ フ ・コ ース にまで
影 響 をおよ ぼ してい るこ と が分か った。 つま り 、非離婚 家庭 で 育った 人た ち と比べ て 、離 婚家 庭で
育っ た人た ち は、 心理 的ウエル ・ビイイ ング 、教 育程度 、職 業 上のス テイ タス 、生活 水 準、そ して
9)総理府 の世論調査によると 「結婚しても、相手 に満足できないとき は、いつでも離婚すれ ばよい」という考え
　　方に 「賛成 」または 「どちらかといえば賛成」であるとする人の割合 は、1972年か ら1997年の問に、男性 では
　　21.0%から52.9%に、女性で は21.4%から55.2%にも 増えている。
10)許斐(1989)は、この点に関して、子どもは社会的存在である との現代 的な児童観 の再確認 と子育ての私事性
　　の打破 が必要である と言う。
ll)就学前から大学生までの1300人以上の子どもが含まれる92の研究(但 し、①学術 的な雑誌 ないし本 に発 表され
　　たも の、②離別 の子 と非 離別の子 の両サンプル を含む研究 、③量的デ ータを含むも の、④影響 の大きさ(ef-
　　fect　size)を計算 できるだけの十分な情報提供 のある研究のみ)の 結果 を集 めてメタ分析をした とこ ろ、離別
　　の子は、非離別の子よりも 、平均的に、より多くの 問題を抱え 、ウエル ・ビイイング はより低 いという結果が
　　得 られた(Amato,1994,　p.145)このメタ分析では、子ども のウエル ・ビイイング は、8つ のカテゴリーにコー
　　ド化 されている。①学業成績(標 準化されたアチーブメント ・テス ト、成績 、教 師の評 定、知 能)② 行 動(い
　　たずら、攻撃性 、非行)、③ 心理 的適応(抑 うつ、不安、あるいは幸福感)、④ 自己概念(自 尊感 、 自己認識 し
　　た能 力、コン トロールの 内的所在internal　locus　of　control)、社会的適応(人 気、孤独 、ある いは協力)、母一
　　子そ して父一子 関係(情 愛、援助あるいは相互関係 の質)、その他。
12)子ども の時に親 の離婚を経験した80,000人の成人を対象とし 、そ のウエル ・ビイイ ング が、15のカテ ゴリーに
　　コード化されている。 ①心理的ウエル ・ビイイング(情 緒 的適応、抑うつ 、不安、人生 にお ける満 足感)、②
　　行為/行 動(犯 罪行動、薬 物使 用、アルコ ール依存 、 自殺、十代妊娠、十代結婚)、③メンタル ・ヘルス ・サー
　　ヴィ ス利用、④ 自己概 念(自 尊感 、 自己効力感、パワ ー感 、コントロール の内的所在)、⑤社会的ウエル ・ビ
　　イイ ング(友 人数 、社 会的参加 、社会 的サポート、親 および拡大家族 との接触)、⑥ 結婚の質、⑦別居な いし
　　離婚 、⑧単親ス テイ タス、⑨子どもとの 関係性の質、⑩家族 関係の一般 的質 、⑪教 育の到 達度(高 卒、教育年
　　数)、⑫職業上の質(プ レスティ ージ 、職 業上の 自立、職 業的満足度)、⑬物質 的な 生活 の質(収 入 、資産、住
　　居 の質 、福祉 依存 、認 知され た経 済的ス トレス)、 ⑭ 肉体 的健康(慢 性 的 問題 、 障害)、 ⑮そ の他(Amato,
　　1994,pp.145-146)
22　離婚の子どもに与える影響
低いウエル ・ビイイング 平均的ウエル ・ビイイング 高いウエル ・ビイイ ング
図1　 離 別 お よ び 非 離 別 家 庭 の 子 ど も の ウ エ ル ・ ビ イ イ ン グ の 典 型 的 分 布
　 　 (但 し 、Amato(1994)Life-span　adjustment　ofchildren　totheir　parents'divorce.　p.146より 引 用)
結婚 生活 の満足 度 がよ り低く 、離婚 お よびシ ングル ・ペ ア レン ト にな る危 険性 がよ り高 く、行 動 お
よび健 康 上の より大 きな 問題 を抱 えて いた(Amato,1994)。



























































人で担 当した。面接期間は、中学入学までの3年 弱であった。二人の子ども が終結した後も母は継
続して来談した。したがって、本事例においては、別居後15年以上の母と子どもたちの適応の過程
に関わってきたことになる。
　 本事例の夫婦の離別は、嫁一姑 ・小姑 間の極度の葛藤と、葛藤の狭間に立つことに疲れた父が、
ある 日突然、家族を捨てて家を出てしまったことによって始まった。したがって、当時5歳 であっ
たA男 と2歳 であったB子 は、父が家を出るまでに、夫婦間の高い葛藤に晒されていたことが推測
される。A男 とは18歳の時に再度9回 の電話面接をしているが、幼少期の記憶がまだ生々しい外傷


































全くせず、学業不振に陥り、母 に連れられて筆者の元に来談した。しかし、A男 とのプレイ ・セラ
ピーは筆者 にとってイニシアル ・ケースであり、A男 の傷つき体験に触れる勇気がないままに、ひ
たすらA男 の遊びについていく形で進んでいったのだが、前述したように 自分は元気 になったから
今度は妹を頼むという形で中学入学前に突然の終結になった。
　 その後も妹とともに継続来談していた母から聞いたA男 のその後の適応の軌跡 は、中学時代は受








　 初回の電話面接では、 自分の今の状態を 「地獄を通り抜 けてきたという感 じ…　 。よく死なず
に通り過ぎれたと思う …　 。このままではいけない…　 との思いが少し出てきた。」と語った。
「小さい頃に、脚がガタガタ震えるほど恐い思いをしたことがある、だから家庭不和や喧嘩をして





　 3回 目の電話面接で、父の思い 出が語 られた。「緑の茂った所で父 に肩車しても らっている。」
















と一生終えても いいんとちがうか …　 と思ったりする。」と両親別居前の無垢な幼児期への強い
固着が語られ、その傷の深さを改めて思い知らされる。



















　 他方、2歳 の時から母子家庭で育ってきたB子 は、混乱し親機能低下し情緒的応答1生をなくした
母の側で、9歳 頃まで過剰適応し、家でも学校でも極端 に良い子で、学業成績も優秀であった。し










ラエモンがいてね、願 い事を3つ だ けかなえてあげると言ったらBち ゃんは何をお願 いするか
な?〉との問いかけに(#8)一 つ 目は、お母さんの年が止まること(お 母さんが願ってる事だか






とを大人は忘れてはいけない。2つ 目は子ども らしい願いであり、ほっとする。3つ 目の願いは、
経済的理由から監護親との接触時間が極度に少なくなるという離婚家庭の子どもの抱える共通の問
題が示されいると言えるだろう。
　 3年弱のプレイの過程でB子 は徐 々に、淋しさ、怒りといった 自分の気持ちを筆者 に表現するよ
うになったが、それと併行して、母にも素直に表現することができるよう になっていった。他方、
母もゆっくりとではあったが、親としての 自覚が育ち、親らしい心の動きが見られるようになって
いった。B子 の変化は、プレイの場面での 自己表現体験に加えて、こうした母の変化 に敏感に反応
してのものと言えるであろう。

















　 来談時に母(32歳)によって語られた主訴は、離婚直後からのC男(次 男)(小2)の 場面緘黙
と登校渋りであった。C男 とは40代の男性セラピス トが週一回50分間のプレイセラピーを、母とは
筆者が週一回50分間の面接をした。面接期間は、半年弱と短いものであった。
　 本事例 においては、母が前夫との 「暖簾に腕押し的」関係性19)と飲酒量の多さに我慢ならなく
なり、離婚を求めたところ、相手も争うことなく応じたのだった。したがって子どもたちは、両親
問の表だった喧嘩を 目撃することはなかったと言えるが、恐らく二人の間の緊張した雰囲気は感じ










　 父が事前に電話連絡してきて(母 が電話 口に出ることもある)、子どもたちのスケジュールも考
慮しつつ会う 日時を約束する。 当 日は、朝10時頃にマンションの下まで父が車で迎えに来て、夜8
時頃に家まで送り届けるという形である。兄弟のどちらかが行きたくない時は、一人だけが出かけ
ることもあると言う。








19)母が何か不満 をぶつ けても、全 く反応せず 、 自室 に引きこもっ てしまうた め、や り場 を失った 怒りが積も っ










































ることを誇 らしく思う気持が伝わってきた。 当初 は、こうした誇 らしい気持のみが伝わってきた
が、何度か来談するうちに、他方で、こうした役割が重荷になっていることも語られるようになっ
てきた。















　 来談時の主訴(母 による)は 、E子 の学校および家庭での問題行動であった。学校では、勝手に
教室を出て学校 中をウロウロしたり、友人に噛みついたりする。また帰宅後は、道路の真ん中でウ
ロウロした り、見知らぬ人について行ったりする20)。また家でも 、頻繁 に 自分の世界に入 り込
み、集 中力がなく、常にイライラし、母が注意しても言うことをきかない。また飼っていたハムス
ター(6匹)を 次々に手で握り殺し、カメ(2匹)も 殺し、犬の 目にも除光液を入れるなどの攻撃的
行動が見られた。母 自身、E子 が 自分を包丁で攻撃してくるのではとの恐れすら感じると言う21)。
　 母とは50代の女性セラピストが毎週一回50分間の面接を、E子 とは筆者が毎週一回50分間のプレ
20)このような見知らぬ人に対して求めていく拡散した愛情、慈愛 、保護 、身体 的接触 への渇望は、E子 にかぎら
　 ず 、親 の別居後 の混乱期 には幼い子ども によく見られる現象 である(Wallerstein＆Kelly,1980,　p.63)。








　 現在、E子 は母と母方祖母との3人 暮らしである。年 に数 回、母はE子 を連れて他県に住む父に
会いに行ったが、離婚を決意した今は、もう会いに行くつも りはないと言う。
　 父は養育費を,月々 2万5千 円送ってくるが、母は、これまでも生計を立てるために住み込みで働
いてきたが、離婚を決意した今 は、昼夜の二重労働 、祖母も夜間労働で頑張っている。そのため夜
はE子 一人で留守番になる。まだ幼いE子 にとっては淋しいことであり、夢遊歩行の症状も見られ


































れる(箱 庭2)。この飢えたワニ は、情緒的に飢え、怒りに満ちた今のE子 自身の姿のように思え
た。Wallerstein＆Kelly(1980)も両親の離別を経験した就学前・低学年の子どものプレイに飢え
た攻撃的動物がよく現れると報告している。




























いじ めな いか らと子 牛を挟 ん で雌 牛と雄 牛 の家族 を2組 作 る。 しか し1匹 の雄 牛の 背 中のと がった
部分 を見な が ら「こ の雄 牛 は気 が きつそ うだ か らダメ!子 ども をい じめる1」と言っ て群か ら離 す。
〈1匹 だ けで 淋 しそ う!〉 と言 っ ても 、「ダ メ!」 と語気 強 く言 う。 そ のう ち に、あ あ 、い いこ と考
えた と言 っ て 、箱庭 の 隅 に囲っ た場 所 を作 り 、そ の 中にき つい 雄牛 を 隔離 する(箱 庭7)。 雄 牛 は
何 度か 柵 に突進 して は 出よう と試 みる が徒 労 に終 わる。 そ こ に子 牛 がやっ て来 て、 中に忍び入 り 、
柵 を 少 しだ け 開けて 父 牛を連 れ 出し 、「謝っ た ので 許し てや る 」 と言い つ つ 、母牛 の元 に帰 り、母
牛 ・子牛 ・父牛 が並 ん で食 べる シー ン を演 じる 。「隔離 す る所 は 、また 誰 かい じ める人 が でた ら入
れる とこ にし ておく 」 と言っ て残 して おく。 暴力 的父 を罰 して 「隔離 する 」 と同時 に子牛 が父 牛を
「逃 がし てや る 」シ ーン に、E子 の 両親 に対 す る忠 誠葛 藤 がみ て とれる 。 また 和解 幻想 と とも に 、
暴力 再発 に対す る不 安も 語 られて いる。
　 #3で は、 暴力 的雄牛 を 隔離す る柵 で囲わ れた 場所も な く 、牛 や馬 、ラ クダ 、キ リン 、犬 の子 ど
も が両親 に挟 まれ て食 事を する 穏や かな シ ーンだ け が作 り 出され る(箱 庭8)。〈柵 はな い の?〉 と
尋ね ると 、「忘 れた 」と答 える 。
　 #4で は、箱 庭 の左上 部を 大き く柵 で囲い 、そ の 中に牛 と馬 とロバ の子 ども たち を全部 集 めて 隔
離し 、「お母 さん の 中に は、い じめる お母 さんも い るか ら」と「いじ める母 」のテ ー マが表 現 され 、
「こ こ は安全!!」 と宣 言す る。 そ のう ち に、母 牛 を2匹 だ け柵 の 中に入れ 、「こ のお母 さ ん は優 し
い。 子ども た ちが お腹空 かせ てる のでミ ルク を飲 ませ に来 た」 と言う 。
　 次 に、箱 庭 の棚か ら雄 牛3匹 を持 っ てきて 、箱 庭の木 枠 の上 で、雄 牛 と雌 牛 が激 しく 闘うシ ー ン
を繰 り広 げる。 追い か けてく る雄 牛を雌 牛 がお尻 で押 し返 し 、雄 牛 は木枠 か ら下 に突き 落され る。
する と2匹 の雌 牛 が手を 取 り合 っ て 「や った!」「や っつ けた!」 と喜 び合 う。
　 #6:入 室 後 に、私 が箱 庭 のふた を 開け ると 、「今 日は、牛 と馬 と ロバ と犬 を全部 出して きて!」
と指 示 する 。〈雄も い い の?〉 と尋 ね る と、「い いよ 」 と 明るく 答 える 。「こ こ は3人 家 族。 こ こ は
4人 家族 」 と言 いつ つ 、両親 揃 った 家族 を2つ 作る 。 そし て 「お父 さ んも お母 さ んも好 き!!」 と
言い つつ 、3人 家族 で は、お 父さ んの背 中に、4人 家族 で は 、両親そ れぞ れの 背 中に子 どもを 乗せ
る。〈こ の 牛 のお 父さ ん優 し そ うだ ね。Eち ゃ ん のお 父 さんもEち ゃん に優 し い?〉 と 思 いき って
尋ね てみる と 、力 強く 「うん 」と の返 事が戻 って きた。 し かし 、し ばらく する と 「囲い を 出さなく
ちゃ 、ま た悪 いこ とす るか も しれな し 、囲 い作 って おか なく ちゃ 、 ほら 、知っ てる や ろ!」 と私 に
言う ので 、〈うん 、 知っ てる 〉 と答 える 。だ が今 日は 、作 られ た 囲い の 中に一 匹 の雄牛 が 自分 で迷
い込 み、雌 牛 によっ て助 け 出され ると いうシ ーン が演 じら れ 、そ の後 に、父牛 は死 に 、母 牛 はどこ
か に行 った との設 定で 、子 牛 が一 人 で ヒ ーヒ ー 「淋 し いよ!」「寒 い よ!」 と 泣く シ ー ン が展 開 さ
れる。 する と どこか の見 知 らぬお 兄さ ん、 お姉 さん が面倒 をみ てくれ た り、犬 が毛皮 で 暖め守 って
くれ た りす る 。 私 が、も う 時間 よ と言 った 後 で 、再 度 子牛 が ヒ ーヒ ー泣 い て いる シ ー ンを 演 じ始
め 、私 が 、も う 時間だ か ら と注 意す る と 、太い 声 で 「ほら 、何 とか 言 わん か いな!」 と怒 る。〈あ
らあ ら 、子 牛 ちゃ ん 、一 人で 泣 いて ど うし た の?〉 と尋 ね る と、「両親 は死 んで しま っ た ので 、 お





#7(最 終回):今 日が最終 回であることを知っての来談である。まず、両親揃ったカンガルー親
子5匹 が仲良く遊んでいる(箱 庭10)。すると場面が急展開して、子どもが死にかかり、父カンガ




　 次 にまた場面が展開して、雌牛10匹が箱庭の一方 に集まって草を食べている。2匹 の雄牛が闘



















不安、一人 になる不安も表現され、またE子 の中の怒りや攻撃心ととも に淋しさやケアしてくれる
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